


こども文化パスポート事業対象施設
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こども文化パスポート事業対象施設

7 月

※６月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

第９回　人物を描く会展　絵画 2㈬～8㈫
10：00～18：00

無　料 人物を描く会
093（551）6351

第４回　デジカメクラブ写真展　写真 9㈬～15㈫ 無　料 デジカメクラブ
093（561）3455

北九州染織協会会員展　染織 16㈬～22㈫ 無　料 北九州染織協会
093（631）8860

夏季怪快～アズ漫画・イラスト展　絵画・その他 24㈭～29㈫ 無　料 アズ漫画研究会
093（602）9648

こどもたちと創る北九州の未来～ひまわりを咲かせよう～絵画展　絵画 30㈬～8/5㈫ 無　料 ひまわりアートプロジェクト
093（622）8687

北九州芸術劇場

市民ギャラリー
□所小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5F　□℡093（562）2520
□時10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
「小倉駅」徒歩10分　 「西小倉駅」徒歩3分　□休年末年始

小倉
北

北九州芸術劇場

■北九州芸術劇場改修工事のお知らせ
　北九州芸術劇場は平成26年度中に大規模な改修工事を予定しております。（予定工事期間： 平成26年12月1日から平成27年1月31日）　〈北九州芸術劇場 施設利用係 TEＬ093（562）8436〉

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

北九州子ども劇場7月乳低高合同例会
「マジカル・リコーダー」（デュオ企画） 6㈰

15:00 会　費 北九州子ども劇場
093（884）383418:30 ※子ども劇場会員でない方は

　お問い合わせください

久光製薬カルチャー・スペシャル 「海辺のカフカ」
村上春樹×蜷川幸雄の舞台が豪華キャストで再演

11㈮ 18:30
S席 ￥9720
A席 ￥7560 キョードー西日本インフォメーション

092(714)015912㈯ 12:30
17:30

13㈰ 12:30 ※対象：小学生以上

第13回　サンリブファミリーミュージカル「若草物語」 20㈰ 13:30 無　料
（貸切招待公演）

㈱イマジン
0422(76)6900

中
劇
場

K-POPコンテスト2014　九州予選大会 6㈰ 15:00 無　料 駐大阪大韓民国総領事館韓国文化院
06(6292)8760【ミン・ビョンウク】

北九州芸術劇場プロデュース／市民参加企画
合唱物語「わたしの青い鳥2014」
色とりどりの声が奏でる幸せのハーモニー

13㈰ 15:00
　　　 大人 ￥1500
子ども(3歳～中学生) ￥1000

北九州芸術劇場
093（562)2655

※対象：3歳以上

子供のためのシェイクスピア　20周年記念公演
「ハムレット」
大人から子どもまでシェイクスピアの魅力を存分に味わえる人気シリーズ

26㈯ 14:00
　　　 大人 ￥3500
子ども（中学生以下） ￥2000
※対象：小学生以上

月猫えほん音楽会2014
今年でファイナル！猫メイクで猫に変身して音楽会へ出かけよう♪ 31㈭ 14:00

　　　　大人 ￥2500
子ども(中学生以下) ￥1500
　　　　親子 ￥3500
※対象：4歳以上
※13:00より、猫になれるフェイスペインティングあり

小
劇
場

元宝塚歌劇団　麻園みき・秋園美緒　Early Summer コンサート 2㈬ 19:00 一般 ￥4500 Bi-Yuプラン
090（5745）3207【河岸】※当日￥500増

村岡恵理さん講演会　「村岡花子と『赤毛のアン』の世界」
ドラマ「花子とアン」の原案者による講演会 4㈮ 13:30 無　料 北九州市立文学館

093（571）1505※要事前申込

柿原正洋　コンサート 5㈯ 18:30 一般 ￥3000 柿原正洋
090（3416）9093

ピアノリサイタル　11人の音色 9㈬ 18:30 一般 ￥1000 幼児音楽教育センター
093（931）0026

スズの兵隊"The Stead fast Tin Soldier"（from アルゼンチン）
アンデルセン童話の名作を美しい音楽と日本語のナレーションで贈る人形劇

19㈯ 13:00 　　　 大人 ￥2500
子ども(18歳未満) ￥1000

北九州芸術劇場
093（562)2655

20㈰ 13:00
※対象：4歳以上
※「木のリズム」との2演目セット券あり（劇場にて前売りのみ取扱）
※開演は開場の15分前

創
造
工
房

木のリズム"WOODBEAT"（fromドイツ）
木片から生き物や音楽が次々と生まれる。五感で楽しむパフォーマンス

19㈯ 15:00 　　　 大人 ￥2500
子ども(18歳未満) ￥1000

北九州芸術劇場
093（562)2655

20㈰
11:00 ※対象：2歳以上

※「スズの兵隊」との2演目セット券あり（劇場にて前売りのみ取扱）
※2歳未満膝上観覧無料　※開演は開場の15分前15:00

「西小倉駅」徒歩3分　 「室町・リバーウォーク」徒歩1分　□休年末年始
□所小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　□℡093（562）2655　□時公演によって異なります小倉

北

北九州市立響ホール 「国際村交流センター」徒歩3分　□休年末年始・隔月1回（不定休）　□Ｐ 240台（有料）
□所八幡東区平野1-1-1　□℡093（662）4010　 「八幡駅」徒歩15分　 「八幡駅入口第一」徒歩10分八幡

東

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

2014響シリーズ第3弾　音楽の絵本　ズーラシアンブラスと弦うさぎ
オッフェンバック：天国と地獄序曲　ハロルド・アレン:虹の彼方に　ほか 5㈯

午前の部
11:00 　　 おとな ￥3000

こども(0歳～小学生) ￥1000
(公財)北九州市芸術文化振興財団

音楽事業課
093(663)6661

午後の部
15:00 ※当日各￥500増

西南女学院高等学校音楽部OG会・母の会『ドルチェ』ジョイント・コンサート
ソプラノ　田浦彩夏・田中ありさ　北九州メモリアル女声合唱団　ほか 12㈯ 14:00

無　料 北九州メモリアル女声合唱団
090(7384)7090【持橋】※要整理券

※乳幼児同伴での入場不可

セキスイハイム®PRESENTS　辻井伸行　プレミアム・リサイタル
ラヴェル:ソナチネ　ショパン:バラード第4番　ほか 13㈰ 14:30

S席 ￥9500
A席 ￥8500 エムアンドエム

092（751）8257※対象：小学生以上
※全席指定

完売
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7 月

※６月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

響ホール室内合奏団　第24回定期演奏会
瀬尾和紀(指揮/フルート)　響ホール室内合奏団 19㈯ 17:00

　　　指定席 ￥3000
　　　自由席 ￥2500
学生(小～大学生) ￥1000
ペア券(前売のみ) ￥4000

特定非営利活動法人
響ホール室内合奏団
093（647）0565【加来】

※当日各￥500増

PTC小さな発表会
ピアノ教室の生徒のみなさん 20㈰ 11:00 無　料

㈱ヤマハミュージックリテイリング
小倉店

093(531)4332

北九州市立響ホール 「国際村交流センター」徒歩3分　□休年末年始・隔月1回（不定休）　□Ｐ 240台（有料）
□所八幡東区平野1-1-1　□℡093（662）4010　 「八幡駅」徒歩15分　 「八幡駅入口第一」徒歩10分八幡

東

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ（近藤タケユキデュオ）　　　　　　　　　　　　　　 障 12㈯ 18:30
門司港レトロ展望室入館料必要

大人 ￥300
小人 ￥150

B&A 門司港
093（321）4151

門司港レトロ展望室
こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設 「門司港駅」徒歩5分　□休なし

□所門司区東港町1-32　□℡093（331）3103　□時10：00～22：00（カフェは20：30まで）入館は閉館30分前まで門司

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

１・
２
階

『日・中・韓・タイ　友好作品展』 2㈬～8㈫ 無　料 門司港レトロ
総合インフォメーション
093（321）4151

※8㈫は16:00まで

『こんしん行脚展　－あのね！母さん…－』 10㈭～14㈪ 無　料

旧門司税関 「門司港駅」徒歩３分　□休なし　
□所門司区東港町1-24　□℡093（321）6111　□時9:00～17:00

門司

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

オリエントの美術
ローマ時代のガラス、イランやトルコの陶器を展示　　　　　　　　　　　　障 6/13㈮～8/31㈰

　 　一般 ￥600
高・大学生 ￥400 出光美術館（門司）

093（332）0251
※中学生以下無料（保護者同伴）

出光美術館（門司）
こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設 「門司港駅」徒歩８分　 「門司IC」約10分　□休月曜日、展示替期間、年末年始

□所門司区東港町2-3　□℡093（332）0251　□時10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）門司

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

丘伸子歌謡教室発表会
カラオケ発表会 6㈰ 10:00 ￥1000 丘伸子歌謡教室

080（6306）3680
門司市民会館自主事業　第3回　門司カラオケフェスタ
カラオケ発表会 27㈰ 9:30 無　料 門司カラオケフェスタ実行委員会

093(321)2907

門司市民会館 「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　□休年末年始
□所門司区老松町3-2　□℡093（321）2907　□時9:00～22:00

門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

筑前琵琶「平家物語」演奏会 6㈰
11:00

無　料
関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）
093（331）670013:00

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ）
こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設 「門司港駅」徒歩5分　□休年５回

□所門司区西海岸1-3-3　□℡093（331）6700　□時9:00～17:00門司

旧大連航路上屋
こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設 「門司港駅」徒歩5分

□所門司区西海岸1-3-５　□℡093（322）5020　□時9:00～17:00門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

マンスリージャズ
ＬＰＳ 13㈰ 14:00 無　料 旧大連航路上屋

093(322)5020
※都合により中止になることがあります。

ライブシアター2014「白象くんがやって来た」公演
旧大連航路上屋１周年記念イベント 20㈰

11:30 ￥1000 門司港レトロ総合インフォメーション
093(321)4151

14:30 ※当日￥300増(前売りは旧門司三井倶楽部、関門海峡ミュージアム、
　旧大連航路上屋にて販売)

アンサンブルコンサート～二胡・尺八・弦楽器～＆日中合作映画「単騎、千里を走る。」上映
旧大連航路上屋１周年記念イベント 21㈪㈷ 13:00

￥800 門司港レトロ総合インフォメーション
093(321)4151

※当日￥200増(前売りは旧門司三井倶楽部、関門海峡ミュージアム、
　旧大連航路上屋にて販売)

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

西南女学院大学 看護学科・福祉学科開学20周年記念講演会 「乙武洋匡さん講演会」
「みんなちがって、みんないい」　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　障 5㈯ 13:30 無　料 西南女学院大学

093(583)5124
北九州市民文化大学　文化講演会
講師：朝日新聞特別編集委員　星 浩氏 12㈯ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学
093(522)5008

北九州童謡・唱歌かたりべの会　第25回定期演奏会 13㈰ 13:30 一般自由席 ￥1000
  高校生以下 ￥500

北九州童謡・唱歌かたりべの会
093(652)6241【天川】

第27回　2014年北九州無法松まつり
ゲスト：真木 柚布子（キングレコード） 20㈰ 10:30 全席自由 ￥2000 北九州選抜歌謡祭実行委員会

093(671)7636

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館）

「小倉駅」徒歩30分　 「西小倉駅」徒歩15分　 「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
□休年末年始・毎月1回（不定休）　□Ｐ 80台（有料）

□所小倉北区大手町12-3　□℡093（592）5405　□時公演によって異なります小倉
北
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こども文化パスポート事業対象施設

こども文化パスポート事業対象施設

こども文化パスポート事業対象施設

こども文化パスポート事業対象施設

こども文化パスポート事業対象施設

7 月

※６月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ス
タ
ジ
オ

子ども映画会
「そんごくう」　ミッキーマウス「ミッキーの消防隊」ほか 13㈰ 14:00 無　料

（先着50名）

北九州市立視聴覚センター
093（561）3131

週末映画会　洋画「サーカス」(アメリカ) 19㈯ 14:00 無　料
（先着50名）

クラシック・レコードコンサート
ハイドン作曲　交響曲第101番「時計」ほか。楽曲解説あり。 20㈰ 14:00 無　料

（先着50名）

週末映画会　邦画「裸の大将 放浪記」 26㈯ 14:00 無　料
（先着50名）

北九州市立視聴覚センター 「西小倉駅」徒歩10分　 「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）
□所小倉北区城内4-1　□℡093（561）3131　□時9:30～18:00小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホ
ー
ル

ムーブフェスタ2014　市民企画事業
公募による約100の市民団体が歌やダンスの発表、映画上映などを予定 5㈯～26㈯ お問い合わせ

ください お問い合わせください
ムーブフェスタ2014実行委員会
北九州市立男女共同参画センター・ムーブ

093(583)3939

北九州市立男女共同参画センター・ムーブ 「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分　□休所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始　□Ｐ有料
□所小倉北区大手町11-4　□℡093（583）3939　□時9:30～21:30　 「西小倉駅」徒歩15分小倉

北

北九州市漫画ミュージアム
こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設 「小倉駅」徒歩2分　□休火曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　ただし、夏休み期間（7/19～8/31）は無休

□所小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F6F）　□℡093（512）5077　□時11:00～19:00（夏休み期間は～20：00、入館は閉館の30分前まで）
小倉
北

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

『はなかっぱ』の夏まつり♪ 2014
アニメでもおなじみ、あきやまただし作「はなかっぱ」シリーズの展覧会　　 　障 7/19㈯～8/31㈰

　中学生以上 ￥400
３歳～小学生 ￥200
２歳以下無料

北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

※特別展のためこども文化パスポート対象外
※アトラクション等は無料（一部除く）

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

ファミリーパイプオルガンコンサート
出演：安積道也（パイプオルガン）、ゴスペルクワイア“Angelic Shout！” 21㈪㈷ 15:00

大人（中学生以上） ￥800
子ども（4歳～小学生） ￥500
親子ペア（大人＋子ども） ￥1000

（公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093(562)3611
※対象：4歳以上

平成26年度北九州吹奏楽コンクール
26㈯

10:00
　一般自由席 ￥1300
学生（小学生以上） ￥1000 北九州吹奏楽連盟事務局

090(1340)5364【𡈽谷】27㈰ ※当日各￥200増

秋元順子コンサート2014
～歌ある限り、愛のままで生きる～ 30㈬ 19:00 A席 ￥5500

B席 ￥5000
MIN-ON北九州
093（884）1833

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館）

「小倉駅」徒歩30分　 「西小倉駅」徒歩15分　 「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
□休年末年始・毎月1回（不定休）　□Ｐ 80台（有料）

□所小倉北区大手町12-3　□℡093（592）5405　□時公演によって異なります小倉
北

□所小倉北区城内1-2　□℡093（582）2747　□時9:00～18:00（4月～10月）入館は閉館の30分前まで

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画

展
示
室

日本玩具博物館コレクション・ままごと道具の美
日本と海外の美しいままごと道具を一堂に揃え、その魅力を紹介します 　障

7/2㈬～
9/15㈪㈷ 9:00

　一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100 北九州市立小倉城庭園

093（582）2747和
室
・

立
礼
席

納涼茶会
小倉城庭園恒例の夏のお茶会です 6㈰ 9:00 お一人様 ￥1500

（薄茶二席・入館料込）

北九州市小倉城庭園
こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設 「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　□休なし

小倉
北

□所小倉北区下到津4-3-2　□℡093(592)4152　□時9:00～17:00

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

児
童
劇
場

てあとる☆もんど＆劇団「笑夢優花」合同演劇公演
二つの演劇サークルによる合同演劇公演「ねこずきん」 21㈪㈷ 14:00 無　料

北九州市立こども文化会館
093（592）4152劇団　あらかると　公演

読み聞かせとワークショップ（平和への願いを込めたメッセージボード作り） 27㈰ 14:00 無　料

北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） 「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「金田陸橋西」徒歩5分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　□Ｐ 20台
小倉
北

北九州国際会議場 「小倉駅」徒歩10分　 「浅野2丁目」徒歩1分　□休年末年始
□所小倉北区浅野3-9-30　□℡093(541)5931　□時9:00～22:00（変動あり）小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

メ
イ
ン

ホ
ー
ル

夏休みこどもシアター『モンスターズ・ユニバーシティ』 27㈰ 13:30 無　料
(公財)西日本産業貿易
コンベンション協会
093(541)5931

※先着500名様（12:30から入場整理券配布）

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ボストン美術館浮世絵名品展　北斎
門外不出と言われた北斎作品が120年の時を経て日本へ里帰りする　　　　　 障 7/12㈯～8/31㈰

 一般 ￥1300
高大生 ￥800
小中生 ￥600

北九州市立美術館分館
093（562）3215

北九州市立美術館分館
こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設 「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　 「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　□休年末年始　□Ｐ有料

□所小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　□℡093（562）3215　□時10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）小倉
北

13 かるかる  2014.July



7 月

※６月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

大
画
廊

日本画・洋画　版画展 2㈬～15㈫ 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093（522）2521

穴吹　哲二郎　油絵展 16㈬～22㈫ 無　料
イーストサイドストーリーシリーズ10周年記念　金明植　絵画展 23㈬～29㈫ 無　料
京・祇園　西河　竹工芸展 7/30㈬～8/5㈫ 無　料

小
画
廊

劉　耀宗　夢幻の桂林山水画展 2㈬～8㈫ 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093（522）2521

秋山巌・豊英　木版画展 9㈬～15㈫ 無　料
佐藤勝彦の世界展 16㈬～22㈫ 無　料
－絵画・陶器・ガラス－　イタリア美術工芸展 23㈬～29㈫ 無　料
珠玉の優品・小品を集めて　現代洋画　秀鋭作家作品展 7/30㈬～8/5㈫ 無　料

小倉井筒屋 「小倉駅」徒歩7分　□休不定休
□所小倉北区船場町1-1　□℡093（522）3111㈹　□時10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場小倉

北

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

モンゴメリと花子の赤毛のアン展
L.M.モンゴメリ作・村岡花子訳「赤毛のアン」の世界を紹介　　　　　　　　　　障 6/14㈯～7/13㈰

　一般 ￥500
中高生 ￥200
小学生 ￥100

北九州市立文学館
093（571）1505

赤毛のアン展ワークショップ「野の花の刺しゅう教室」
「赤毛のアン」に登場する野の草花を簡単な刺しゅうで表現 8㈫ 14:00

無　料
※材料費￥800
※対象：小学5年生以上、15名
※申込終了

キヨノサチコ絵本原画の世界
みんな大好き！ノンタン展
絵本「ノンタン」シリーズの原画や作者キヨノサチコ氏のゆかりの品々を展示　 障

7/19㈯～8/31㈰
　一般 ￥500
中高生 ￥200
小学生 ￥100

ノンタンのお話よみきかせ会
「ノンタン」シリーズの絵本読み聞かせや、手遊び、歌遊びを行う 26㈯ 11:00 無　料14:00

親子でノンタンの「手づくり絵本」を作ろう！
色画用紙で作ったノンタンのパーツを貼り合わせ、絵本を作る 30㈬

10:00 無　料
※材料費￥700
※対象：5歳～9歳程度、各回15名
※要事前申込14:00

北九州市立文学館
こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設 「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 「北九州市役所前」徒歩2分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□所小倉北区城内4-1　□℡093(571)1505　□時9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）小倉
北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
室

清張サロン「『恋情』～清張・芥川・三島が描いた明治の系譜～」
【講師】 久保田裕子 (福岡教育大学教授) 12㈯ 14:00～

16:00
無　料

松本清張記念館友の会・
松本清張記念館
093（582）2761

※常設展示観覧は別途入場料が必要
※要事前申込

北九州市立松本清張記念館
こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設 「西小倉駅」徒歩5分　 「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　□休年末

□所小倉北区城内2-3　□℡093（582）2761　□時9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）小倉
北

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

西
日
本
工
業

大
学
講
義
室

講演会「ボストン美術館の北斎」
講師：セーラ・Ｅ・トンプソン氏（ボストン美術館日本美術課浮世絵版画室室長） 12㈯ 14:00 無　料 北九州市立美術館分館

093（562）3215

北九州市立美術館分館
こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設 「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　 「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　□休年末年始　□Ｐ有料

□所小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　□℡093（562）3215　□時10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）小倉
北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
多
目
的
ホ
ー
ル

水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 2㈬ 14:00 無　料 水環境館

093（551）3011水曜コンサート「シャンソンとピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子 16㈬ 14:00 無　料

水環境館
こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設 「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　 「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　□休年末年始

□所小倉北区船場町1-2　□℡093（551）3011　□時10:00～19:00小倉
北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

第57回西日本吟詠北九州大会 13㈰ 10:00 無　料 ㈱西日本新聞イベントサービス
092(711)5491

小倉南生涯学習センター （モノレール）「北方駅」徒歩12分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
□所小倉南区若園5-1-5　□℡093（931）1286　□時9:00～22:00　 「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分小倉

南

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

高
原

音
楽
堂

第21回平尾台夏の高原ピクニックコンサート
NHK「龍馬伝」で有名な「いちむじん」が九州初上陸 27㈰ 10:00～

12:00

　　　　大人 ￥3000
学生（小学生～高校生） ￥1000
　　　　親子 ￥3500

小倉南区役所コミュニティ支援課
093(951)4111（内線258）

※当日各￥500増

平尾台自然の郷
こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設 「石原町駅」よりタクシー、おでかけ交通で約15分　 「中谷営業所」よりタクシー、おでかけ交通で約20分　□休火曜日（祝日の場合は翌日休館）

□所小倉南区平尾台1-1-1　□℡093(452)2715　□時9:00～17:00（GW、夏休み期間中は18:00まで）　 「小倉南IC」約20分
小倉
南

こども文化パスポート事業対象施設

こども文化パスポート事業対象施設

こども文化パスポート事業対象施設

12



こども文化パスポート事業対象施設

こども文化パスポート事業対象施設

※６月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

7 月

若松市民会館 「若松駅」徒歩1分　 「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　□休年末年始　□Ｐ 110台（共用）
□所若松区本町3-13-1　□℡093（771）8131　□時9:00～22:00若松

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

美
術

展
示
室

若松美術協会会員　作品展
洋画・日本画の展示会

6/29㈰～
7/6㈰ 10:00 無　料 若松文化協会洋画部

090(7166)8748【松尾】

北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター )
こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設

「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩3分　
□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始、夏休み期間は休館なし　□Ｐ大型30台、普通300台（有料）

□所八幡東区東田2-2-11　□℡093（663)5411　□時平日9:00～19:00、土日祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）八幡
東

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

夏企画展「サンダーバード博in北九州～世紀の特撮が描くボクらの未来～」
かつて未来を見据えた特撮エンターテインメントを題材に、技術の進歩について取り上げます　 障 7/12㈯～9/15㈪㈷

　　一般 ￥500
小中高生 ￥100

北九州イノベーションギャラリー
093(663)5411

※対象：小学生以上
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ス
タ
ジ
オ

人形劇「いいものみ～つけた・あかずきんちゃん」
企画展に連動する、幼児・児童向けのショーイベント 27㈰ 11:00～

12:00
無　料

※対象：3歳以上（保護者同伴）
※4㈮9：00申込受付開始

館
内

ものづくりミニ体験「かさ袋ロケットを作ろう」
企画展に連動する、30－40分程度の少数制の親子向けミニ工作教室

7/12㈯～
9/15㈪㈷
の土・日・祝
※夏休み期間
　中毎日開催

11:00 ￥50
13:00

※対象：小学生以上（保護者同伴）
※当日来館時要予約（各回先着5組）
※イベント開催等で中止となる場合があります。15:00

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

歴史講演会「近代化遺産のいま」
講師：九州国際大学名誉教授　清水 憲一氏 12㈯ 13:30 資料代 ￥700

いのちのたび博物館
093（681）1011

※小学生以下は保護者の参加が必要

夏の特別展「ＴＨＥモンスター展～自然界の怪物たち～」
約５億年前から現在までのモンスター級巨大生物が、いのちのたび博物館に勢揃い！！

7/19㈯～
9/23㈫㈷ 9:00

大人 ￥800
高大生 ￥500　小中生 ￥300
※常設展は別途料金が必要
※常設展とのセット券・前売券あり
※特別展のためこども文化パスポート対象外

夏の特別展関連イベント「ナイトミュージアム」
暗闇に浮き上がる巨大モンスターたちは、いつも以上の大迫力！ 25㈮ 18:00

大人 ￥640
高大生 ￥400　小中生 ￥240
※要申込（小学生以下は保護者の参加が必要）

夏休み教室「海岸生物の観察」
海岸生物の観察を行い、学芸員が解説 25㈮ 14:00

保険代 ￥50
※対象：小学生以上
※要申込（小学生は保護者の参加が必要）

夏休み教室「権現山の昆虫・植物観察会」
権現山の昆虫と植物を観察 26㈯ 10:30

保険代 ￥50
※対象：小学生以上
※要申込（小学生は保護者の参加が必要）

バスハイク　ジオ・ツアー「生きた化石：カブトガニと平尾台の謎をとく旅」
平尾台や曽根干潟を巡り、生きた化石カブトガニの不思議や平尾台の謎に迫る 27㈰ 8:30

　大人 ￥2000
小中生 ￥1000

※対象：小学生以上
※要申込（小学生は保護者の参加が必要）

野外観察会「都市林のモニタリング型植物観察会～夏の部」
美術の森公園の夏の植物を観察し、５年前の観察結果と比較する 27㈰ 10:00

保険代 ￥50
※対象：小学生以上
※要申込（小学生は保護者の参加が必要）

北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）
こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設 □休年末年始、6/30～7/6　□Ｐ大型30台、普通300台（有料）

「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩1分　
□所八幡東区東田2-4-1　□℡093（681）1011　□時9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）八幡

東

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ギ
ャ
ラ
リ
ー

たなか イチロウ　かいたり！つくったり！
自書(短歌)30点と鉄のオブジェ数点 4㈮～6㈰ 無　料

旧百三十銀行ギャラリー
093(661)9130

赤煉瓦コンサート　vol.４
弦楽四重奏コンサート　ヴィヴァルディ「四季」より夏、ピアソラ タンゴ　ほか 13㈰ 14:00～

15:30
￥2000

※当日￥500増

Code　Six　モノクロ写真展
自家現像、手焼きを中心としたフィルムカメラでの撮影 19㈯～21㈪㈷ 無　料

※19㈯は13:00から

コンセールエクラタン　バロックシリーズ　vol.１
トリオソナタ　ト短調BWV1038(J.S.バッハ)　カノン(J.パッヘルベル)ほか 27㈰ 15:00～

17:00
一般 ￥2000
学生 ￥1000

北九州市立旧百三十銀行ギャラリー JR:「八幡駅」徒歩5分　□休年末年始
□所八幡東区西本町1-20-2　□℡093(661)9130　□時10:00～18:00八幡

東

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
会
議
室

サイエンスショー
「花火の発色の化学」 6㈰ 14:30～

15:20 無　料

児童文化科学館
093(671)4566

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

星の観望の夕べ
プラネタリウム観望後、夏の星空を望遠鏡で観察します　　　　　　　　 障 26㈯ 19:30～

21:00

 大人 ￥100
中高生 ￥70　小学生 ￥50
※中学生以下は保護者同伴
※先着150名、12㈯電話受付開始

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

大
集
会
場

宇宙（そら）ガール・宇宙（そら）ボーイ天文講座
「日常生活のカレンダーから新太陽系観まで」についての講演と解説 27㈰ 10:00～

12:00

無　料
※対象：小学生以上
※小学3年生以下は保護者同伴
※先着60名、8㈫電話受付開始

北九州市立児童文化科学館
こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設 「市立児童文化科学館前」徒歩5分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□所八幡東区桃園3-1-5　□℡093（671）4566　□時9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
八幡
東

11 かるかる  2014.July



7 月

※６月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

現代美術センター CCA北九州 「八幡駅」徒歩8分　□休展覧会によります
□所八幡東区尾倉2-6-1-3F　□℡093(663)1615　□時10:00～17:00（展覧会開催時のみ）八幡

東

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ヴィデオ・スクリーニング２
詳細はお問い合わせ下さい

7/28㈪～9/12㈮
※土・日 休み 無　料 現代美術センター CCA北九州

093(663)1615

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

北九州無法松まつり　歌謡フェスティバル（予選） 6㈰ 10:00 無　料 北九州選抜歌謡祭
093(671)7636【カラオケ大将】

第41回　北九州市中学校放送コンテスト
北九州市内の中学生による朗読・アナウンスのコンテスト 23㈬ 10:00 無　料 北九州市立広徳中学校

093(961)2100【木戸】

八幡市民会館 「八幡駅」徒歩7分　 「八幡駅入口第一」徒歩5分　□休年末年始　□Ｐ 110台（共用）
□所八幡東区尾倉2-6-5　□℡093（671）6061　□時9:00～22:00八幡

東

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ギ
ャ
ラ
リ
ー

和田木乃実　創作屏風展 1㈫～6㈰ 無　料

093(643)5268
夏のこっとう展 8㈫～13㈰ 無　料

櫻井孝美　新作展 15㈫～20㈰ 無　料

曹玉岸「旅日」墨彩画展 22㈫～27㈰ 無　料

黒崎井筒屋 「黒崎駅」徒歩7分　□休不定休
□所八幡西区黒崎1-1-1　□℡093（643）5111㈹　□時10:00～19:00※各最終日は17:00に閉場八幡

西

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

信用金庫の日「ひびしん寄席」
出演：柳家喜多八、三遊亭歌武蔵、柳家喬太郎、月の家鏡太 9㈬ 19:00 無　料 福岡ひびき信用金庫

業務部 地域支援グループ
093(661)2414※要申込

ありさわバレエ・フクオカ発表会 13㈰ 13:00 無　料 ありさわバレエ・フクオカ
093(645)6045

大庭照子　美空ひばり讃歌 16㈬ 13:00 ￥4000 ㈱童謡
0120(17)2501

第27回おかあさんカンタートin北九州
19㈯ 9:30 ￥5100

（２日間）
全日本合唱連盟事務局
03(5540)781320㈰ 9:30

黒崎祇園山笠　太鼓競演会 21㈪㈷ 14:00 無　料 黒崎祇園山笠保存会
093（642）5151

中
ホ
ー
ル

マリアズ・ガーディニア15周年コンサート 12㈯ 15:00 ￥1000 マリアズ・ガーディニア
093(613)6432

美穂バイオリン教室発表会 26㈯ 13:30 無　料 美穂バイオリン教室
090（8411）8655

いしかわ音楽教室ピアノ発表会 27㈰ 14:00 無　料 いしかわ音楽教室
090（2081）5999

旅する絵本カーニバル in 黒崎 7/30㈬～
8/3㈰

11:30
無　料 北九州市教育委員会

093（582）238513:30
14:30

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

「黒崎駅」徒歩5分　 （筑豊電鉄）「黒崎駅」徒歩8分　 「熊手四ツ角」徒歩1分
北九州都市高速「黒崎IC」5分　□休年末年始

□所八幡西区岸の浦2-1-1　□℡093（621）4566　□時9:00～22:00八幡
西

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

七夕おたのしみ会
短冊に願いを書き、笹の葉に飾ります。その他アニメや歌など。 5㈯ 13:00～

14:00 無　料 北九州市立子どもの館
093（642）5555たのしく字を書こう！書道に挑戦！

筆を使う感覚を楽しみながら書道体験できるイベント。 6㈰ 13:00～
15:00 無　料

「黒崎駅」徒歩1分　 「黒崎バスセンター」徒歩1分　□休7/2㈬、7/16㈬
□所八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　□℡093(642)5555　□時10:00～19:00北九州市立子どもの館

こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設

八幡
西

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
こ
や
の
せ
座

ピアノ発表会 27㈰ 14:00 無　料 田中 千里
090（7456）7127

□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　 九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
□所八幡西区木屋瀬3-16-26　□℡093（619）1149　□時9:00～17:30　 「筑前植木駅」徒歩15分北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館

こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設

八幡
西

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー 「黒崎駅」徒歩1分　□休年末年始
□所八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　□℡093（644）5206　□時9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる八幡

西

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

展
示
室
全

芳草書道会展
書 1㈫～6㈰ 無　料 芳草書道会

090（1365）0434【丸林】※1㈫は13:00から、6㈰は16:00まで

AtelierTashiro　グループ作品発表
洋画・日本画・彫刻 8㈫～13㈰ 無　料 AtelierTashiro

090(8357)6136【田代】※13㈰は17:00まで

こども文化パスポート事業対象施設

こども文化パスポート事業対象施設

こども文化パスポート事業対象施設
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7 月

※６月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー 「黒崎駅」徒歩1分　□休年末年始
□所八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　□℡093（644）5206　□時9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる八幡

西

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
展
示
室
２

「黒田官兵衛ゆかりの地」淡彩画展
洋画 14㈪～20㈰ 無　料 「四季彩」教室

090(1926)6738【大川】※14㈪は10:30から、20㈰は17:00まで
展
示
室
１

卓空の世界
日本画 22㈫～27㈰ 無　料 アトリエ卓空

093（642）8575【本村】※27㈰は17:00まで

「戸畑駅」徒歩1分　 「戸畑駅」徒歩1分　□休年末年始
□所戸畑区汐井町1-6　□℡093（871）7200　□時9:00～22:00戸畑

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

第38回　北九州少年少女合唱祭 6㈰ 13:00 無　料
（公財）北九州市芸術文化振興財団

音楽事業課
093（562）3611

表千家同門会　市民講座 13㈰ 10:00 無　料
（呈茶１人 ￥500）

表千家同門会　北九州地区
093（473）6482【河西】

第56回　戸畑祇園ばやし研究競演会 20㈰ 14:00 無　料
戸畑祇園大山笠振興会
093（871）1501

戸畑区役所 内線264【山下】
日弦協北九州支部　弦楽合同演奏会
バイオリン、チェロの生徒達がキラキラ星、アイネクライネ等を演奏します。 27㈰ 14:00 無　料 日弦協北九州支部

093(473)4395【池田】

中
ホ
ー
ル

夢尺八・マリンバ・ジャズピアノ　コンサート
夢尺八in北九州、今ニューヨークで活躍中のマリンバ奏者 三村美香 特別出演 4㈮ 19:00

一般 ￥2500 橋本　邦宏
090（9401）3678【荒木】※対象：小学生以上

※当日￥500増

エレクトーンステージ・ジュニアエレクトーンフェスティバル小倉店大会 5㈯ 13:00 無　料
㈱ヤマハミュージックリテイリング

小倉店
093（962）3734【脇田】

※開演時間等が変更になる場合がありますので、HPを確認または主催者へお問い合わせください。

ピアノ発表会 13㈰ 13:00 無　料 ぎじゅつやさんのピアノ店
093（622）1900【福島】

第26回　未来っ子発表会 18㈮ 15:30 無　料 ピアノ演奏グループ「未来」
093（883）0380【久保】

音の夢ピアノコンクール
幼児から大人まで参加可。ピアノが大好きな人達の夢をコンクールに託します。 19㈯ 13:00 無　料

2014年音の夢ピアノコンクール・
鳥栖ピアノステップ実行委員会
0942（83）7062【鈴木】

２
階
交
流

プ
ラ
ザ

ウェルカムコンサート
ファゴット：浦野さやか  オーボエ：坪池泉美 10㈭ 12:20 無　料 ウェルとばた総合案内

093（871）7200

戸畑市民会館（ウェルとばた内）

平成26年度「こども文化パスポート事業」平成26年度「こども文化パスポート事業」　（事業期間：平成26年７月19日～８月31日）
子どもたちが、地域の文化・歴史・自然に接することにより豊かな心を育むとともに、親子のふれあう機会を増やすことを目的として、夏休み期間を中心に、文
化施設をはじめとする様々な施設に無料または一部割引で入場できるなど特典が受けられるパスポートを、北九州市及びその他の対象地域の学校等に通っ
ている、もしくはお住まいの３歳から中学生までに配布いたします。対象地域等詳しい内容は、北九州市教育委員会のホームページにてご確認ください。
http://www.city.kitakyushu.lg.jp/kurashi/menu01_0168.html　　（平成26年7月10日以降確認可能）

「美術館口」徒歩10分、「七条」「美術館口」より無料シャトルバス運行　□休 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　□Ｐ 180台
□所戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　□℡093（882）7777　□時9:30～17:30（入館は閉館30分前まで）北九州市立美術館本館

こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設
戸畑

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
企
画
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
示
室

開館40周年記念　丘の上のタカラ箱
コレクション形成の過程をたどりながら、40年間を振り返る。　　　　　　障 7/19㈯～11/3㈪㈷

　一般 ￥600
高大生 ￥400
小中生 ￥200

北九州市立美術館本館
093(882)7777

美
術
館

講
堂

開館40周年記念　連続講演会Ⅰ
講師:満生和昭氏（前大分市美術館館長） 26㈯ 14:00～

15:00 無　料

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
示
室

コレクション展Ⅰ　－特集　浜田知明－
戦争をテーマにした版画などから浜田知明（1917～）の画業を紹介　　　 障 4/19㈯～7/6㈰

　一般 ￥150
高大生 ￥100
  中高生 ￥50

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ミュージアムコンサート
塩見貴子 ピアノコンサート 27㈰ 11：00～

12：00 無　料

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第27回ナス会　洋画・工芸・写真 1㈫～6㈰ 無　料 ナス会
093（653）0851【長尾】

第19回紫鳳会かな書作展・楽々絵手紙展　書・絵手紙 8㈫～13㈰ 無　料 書道紫鳳会
093（882）0553【近藤】

第31回北九州書展　書 15㈫～20㈰ 無　料 北九州書道協会
093（761）0049【和田】

高文連北九州地区高等学校書道展　書 7/29㈫～8/3㈰ 無　料 高文連書道部門北九州支部
093（691）3561【折尾高校 安川】

2014 年 7月号表紙
ミニチュア楽器提供
白石弦楽器　白石秀樹

北九州市芸術文化情報誌「CulCul」・「かるかる」　　　　　　　　
■発行日／ 2014.7.1　　■発　行／北九州市　　■編集・制作／（公財）北九州市芸術文化振興財団　出版事業課
〒 805-0019 北九州市八幡東区中央二丁目 1-1-7F   TEL:093-662-3012　FAX:093-662-3016　北九州市印刷物登録番号 第1408001A号
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平成26年度「こども文化パスポート事業」

こども文化パスポート事業対象施設

■
２
０
１
４
響
シ
リ
ー
ズ
第
５
弾

ス
テ
イ
ト
・
ブ
ラ
ス

９
月
６
日
（
土
）
午
後
２
時
開
場
、

同
３
時
開
演
。
北
九
州
市
立
響
ホ
ー

ル（
八
幡
東
区
平
野
）。
シ
エ
ナ
・
ウ

イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
奏
者
、
郡
恭
一
郎
が
２
０
１

１
年
に
立
ち
上
げ
た
金
管
10
重
奏

団
。
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
ア
ン
ド
レ
・

ア
ン
リ
ほ
か
、
金
管
ト
ッ
プ
プ
レ
イ

ヤ
ー
た
ち
が
集
結
。
Ｔ
・
ス
ザ
ー
ト

「
ス
ザ
ー
ト
組
曲
」、
Ｗ
・
バ
ー
ド

「
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
伯
爵
の
マ
ー
チ
」

な
ど
。
入
場
料
、
指
定
席
３
５
０
０

円
、一
般
自
由
席
３
０
０
０
円
、Ｕ

－

25
自
由
席
１
５
０
０
円
、
ペ
ア
（
自

由
席
）
５
０
０
０
円
（
当
日
各
５
０

０
円
増
、
ペ
ア
券
は
前
売
り
の
み
）。

（
公
財
）
北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興

財
団
音
楽
事
業
課

０
９
３
（
６
６
３
）
６
６
６
１

■
第
５
回
湧
き
上
が
る
音
楽
祭

【
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
演
奏
会
】
８
月
10

日
（
日
）
午
後
３
時
開
演
。
同
11
日

（
月
）午
後
７
時
開
演
。
北
九
州
市
立

響
ホ
ー
ル（
八
幡
東
区
平
野
）。
入
場

料
、
各
１
５
０
０
円
。【
室
内
楽
演

奏
会
】８
月
20
日（
水
）〜
22
日（
金
）

午
後
７
時
開
演
。
戸
畑
市
民
会
館
中

ホ
ー
ル（
戸
畑
区
汐
井
町
）。
入
場
料
、

各
１
０
０
０
円
。【
独
創
企
画
演
奏

会
】８
月
24
日（
日
）。
午
後
２
時
開

演
。
北
九
州
芸
術
劇
場
小
劇
場
（
小

倉
北
区
室
町
／
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北

九
州
６
Ｆ
）。
入
場
料
、
一
般
２
５

０
０
円
、
高
校
生
以
下
１
５
０
０

円
。（
当
日
各
５
０
０
円
増
）
※
各

日
各
公
演
と
も
開
場
時
間
は
開
演
時

間
の
30
分
前
。
全
て
全
席
自
由
。

北
九
州
国
際
音
楽
祭
市
民
企
画
委
員
会

（
蒲
ヶ
原
）

０
８
０
（
２
７
３
２
）
２
５
３
２

■
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー『
白
鳥
の
湖
』

キ
エ
フ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
バ
レ
エ

８
月
８
日
（
金
）
午
後
６
時
開
場
、

　

情
報
コ
ー
ナ
ー

CulCul の主な設置場所
市内 JR駅、市民会館、市
民センター、生涯学習セン
ター、図書館、市内体育施
設、北九州空港、男女共同
参画センター・ムーブ、
井筒屋、モノレール駅、レ
インボープラザ、北九州芸
術劇場プレイガイド・イン
フォメーションなど

同
６
時
30
分
開
演
。
ア
ル
モ
ニ
ー
サ

ン
ク
北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル
（
小

倉
北
区
大
手
町
）。
出
演
は
キ
エ

フ
・
バ
レ
エ
よ
り
ナ
タ
リ
ア
・
ラ

ゼ
ー
ブ
ニ
コ
ワ
（
プ
リ
ン
シ
パ

ル
）、
ミ
キ
タ
・
ス
ホ
ル
コ
フ
（
ソ

リ
ス
ト
）。
全
席
指
定
。
入
場
料
、

６
５
０
０
円
。
３
歳
以
下
入
場
不
可
。

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｎ

０
９
２
（
７
３
２
）
８
８
５
８

昨年８月11日コンチェルト演奏会

キエフ・クラシック・バレエ「白鳥」

郡　恭一郎

8

ア
ノ
が
あ
れ
ば
僕
に
は
何
も
必
要
あ

り
ま
せ
ん
―
そ
う
、
音
が
語
っ
て
い

る
。
と
に
か
く
、
音
が
歌
う
の
で

す
。
な
ん
て
誠
実
な
演
奏
な
ん
だ
ろ

う
。
こ
れ
だ
け
キ
ャ
リ
ア
が
あ
り
な

が
ら
、
デ
ビ
ュ
ー
し
た
て
の
頃
と
な

ん
ら
変
わ
り
の
な
い
無む

垢く

な
表
情
。

天
使
の
よ
う
で
す
。
お
客
様
へ
の
慣

れ
な
い
笑
顔
の
サ
ー
ビ
ス
も
、
彼
の

純
粋
さ
そ
の
も
の
が
伝
わ
っ
て
、
胸

を
打
ち
ま
し
た
。
興
奮
と
は
別
の
、

充
実
し
た
時
の
流
れ
。
す
っ
か
り
私

の
心
も
浄
化
さ
れ
、
会
場
を
後
に
し

ま
し
た
。

で
無
い
。
全
身
全
霊
、
自
分
の
持
つ

す
べ
て
を
捧さ
さ

げ
て
演
奏
し
て
い
る
の

が
、
顔
か
ら
手
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る

の
で
す
。
そ
し
て
、
彼
の
音
が
泣
く

の
で
す
よ
。
も
う
感
動
し
て
し
ま
っ

て
、
テ
レ
ビ
で
観
な
が
ら
、
思
わ
ず

涙
し
て
し
ま
っ
た
私
。「
次
に
キ
ー
シ

ン
が
来
日
し
た
ら
、
絶
対
、
聴
き
に

行
く
」
と
決
心
し
た
の
で
す
。

　

高
い
チ
ケ
ッ
ト
代
に
こ
れ
ま
た
涙

し
、
し
か
し
、
生
を
聴
け
ば
、
た
だ

た
だ「
行
っ
て
良
か
っ
た
！
」の
一
言
。

　

―
ピ
ア
ノ
を
弾
く
事
が
、
僕
に
は

こ
ん
な
に
幸
せ
な
事
な
の
で
す
。
ピ

　

エ
フ
ゲ
ニ
ー
・
キ
ー
シ
ン
の
コ
ン

サ
ー
ト
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
彼
の

演
奏
を
生
で
聴
く
の
は
初
め
て
で
す
。

神
童
と
呼
ば
れ
、
10
歳
で
デ
ビ
ュ
ー

し
た
彼
も
、
も
う
42
歳
。
40
歳
を
過

ぎ
て
か
ら
の
演
奏
は
、さ
ら
に
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
た
よ
う
で
す
。
約
２
年
前
、

｢

Ｎ
響
ア
ワ
ー｣

で
聴
い
た
シ
ョ
パ
ン

の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
。
音
の
一
つ
一
つ

に
込
め
ら
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
半
端

エ
フ
ゲ
ニ
ー
・
キ
ー
シ
ン
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〈埋蔵文化財の展示案内〉
・北九州市立埋蔵文化財センター（小倉北区金田1の1の3　093（582）0941）
北九州市を掘る（77）　埋蔵文化財速報展『古墳時代の集落と平安時代の工房ー御手洗遺跡ー』
古墳時代の土師器や平安時代の陶磁器、瓦など50点を展示　常設展もあり。
【開催期間】8月24日（日）まで
【開館時間】午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）※毎週月曜日（休日の場合はその翌日）休館
【入館料】無料
・黒崎歴史ふれあい館（八幡西区黒崎3の15の3黒崎駅横コムシティ１F）
常設展『城下町から宿場町へ～出土品が語る黒崎の歴史と文化～』
　　　『シュガーロード・発掘物語』
【開館時間】午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）※年中無休
【入館料】無料

埋蔵文
化
財

hiroba 川　上　秀　秋

遺跡からのメッセージ
（公財）北九州市芸術文化振興財団
埋蔵文化財調査室　学芸員

Hideaki Kawakami

　

細
川
忠
興
が
１
６
０
２
（
慶
長

７
）
年
に
築
城
し
た
小
倉
城
の
城※
１

郭

か
ら
そ
の
南※
２

側
周
辺
は
明
治
以
降
、

軍
施
設
建
設
に
伴
う
大
規
模
な
整
地

を
受
け
、
道
で
区
画
さ
れ
た
か
つ
て

の
武
家
屋
敷
跡
（
以
下
、
屋
敷
）
の

多
く
が
消
失
も
し
く
は
地
下
に
埋
も

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
の
発
掘
調
査
に
よ

り
三
ノ
丸
の
屋
敷
の
一
部
が
再
び
そ

の
姿
を
現
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

三
ノ
丸
跡
の
南
半
部
（
以
下
、
南
半

部
）
で
検
出
し
た
屋
敷
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

　

南
半
部
の
南
北
の
範
囲
は
、
お
よ

そ
北
九
州
市
役
所
前
の
道
か
ら
南
約

３
５
０
ｍ
に
位
置
す
る
市
立
勝
山
弓

道
場
ま
で
で
す
。
こ
の
中
に
は
小
倉

小
笠
原
藩
の
藩
校
で
あ
る
思
永
館
や

　

さ
て
、
第
二
次
長
州
征
討
で
窮
地

に
陥
っ
た
小
倉
藩
は
１
８
６
６
（
慶

応
２
）
年
８
月
１
日
、
自
ら
城
に
火

を
放
ち
田
川
郡
香
春
へ
と
退
き
ま

す
。
こ
の
日
、
黒
部
屋
敷
の
北
に
隣

接
す
る
渋
田
見
屋
敷
で
は
あ
る
問
題

が
起
き
て
い
ま
し
た
。
城
内
に
火
が

付
け
ら
れ
家
中
立
ち
退
き
の
伝
令
が

来
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
老ろ
う

主し
ゅ

舎
人

は
退
去
を
拒
み
続
け
た
の
で
す
。
こ

の
時
、
奥
方
の
名
代
と
し
て
屋
敷
に

と
ど
ま
り
戦
い
で
出
兵
し
た
ご
子
息

の
新
様
や
部
下
の
安
否
を
見
届
け
ま

す
と
、
舎
人
を
説
き
伏
せ
た
の
が
侍

女
の
玉
枝
で
し
た
。
２
日
後
の
同
月

３
日
、
長
州
軍
の
兵
が
屋
敷
内
に
入

り
同
女
は
長
刀
を
手
に
戦
い
を
挑
み

ま
す
が
、
左
腕
に
銃
弾
を
受
け
た
の

ち
屋
敷
に
火
を
放
っ
て
自
害
し
て
い

ま
す
（「
小
倉
藩
三
番
手
の
大
将
、

渋
田
見
新
の
侍
女
玉
枝
勇
戦
忠ち
ゅ
う
し死

の

事
」『
豊
前
叢そ
う

書し
ょ

』
第
六
巻
所
収
）。

　

玉
枝
の
墓
は
不
明
で
す
が
、
屋
敷

境
の
溝
４
と
溝
５
が
接
す
る
場
所
に

作
ら
れ
た
時
期
や
由
来
も
判
断
し
難

く
、
他
に
類
例
が
な
い
１
点
の
土
器

皿
が
出
土
し
ま
し
た
。
皿
の
内
面
に

は
金
と
黒
漆
で
「
丸
に
三
つ
葉
葵
の

紋
様
」
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

の
研
究
に
よ
り
こ
の
皿
が
渋
田
見
家

由
来
な
い
し
玉
枝
の
死
後
の
製
作
で

あ
れ
ば
、
亡
き
玉
枝
の
弔
い
の
た
め

同
家
の
当
主
が
屋
敷
の
南
東
側
隣
接

地
に
埋
め
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き

る
で
し
ょ
う
。

小倉城最後の女性戦士　　　
―渋

しぶ

田
た

見
み

家侍女玉枝のこと―

第
二
次
長
州
征
討
の
際
に
活
躍
し
た

家
老
島し
ま

村む
ら

志し

津づ

摩ま

、
島
村
の
政
敵
で

あ
り
小
倉
城
自
焼
を
決
め
た
執
政
家

老
小こ

宮み
や

民み
ん

部ぶ

等
の
屋
敷
が
あ
り
ま
し

た
。
図
１
左
側
は
中
央
図
書
館
裏
の

公
園
に
存
在
し
た
か
つ
て
の
道
と
屋

敷
の
位
置
を
、
調
査
で
確
認
さ
れ
た

遺
構
を
基
に
復
元
し
た
図
で
す
。

　

図
１
左
側
に
小
倉
城
三
ノ
丸
跡
第

２
地
点
の
範
囲
を
赤
線
で
示
し
て
い

ま
す
。
図
２
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ

の
地
点
で
は
道
と
そ
れ
に
伴
う
溝

１
。
こ
の
溝
１
の
西
に
隣
接
し
て
屋

敷
の
外
郭
に
築
か
れ
た
石
垣
や
築
地

塀
を
検
出
。
屋
敷
内
に
は
屋
敷
境
を

示
す
溝
４
や
こ
の
溝
の
東
端
に
接
し

て
南
に
間
口
約
３
ｍ
の
門
跡
。
さ
ら

に
門
跡
の
東
端
か
ら
西
約
４
・
５
ｍ

に
は
門
跡
に
伴
う
溝
５
等
を
検
出
し

て
い
ま
す
。
門
を
中
心
と
す
る
こ
の

よ
う
な
遺
構
配
置
は
、
思
永
中
学
校

改
築
工
事
に
伴
う
調
査
で
検
出
し
た

宮
本
伊い

織お
り

屋
敷
の
長
屋
門
跡
の
平
面

と
同
様
で
す
。

　

で
は
、
こ
の
長
屋
門
内
の
屋
敷
に

は
誰
が
住
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う

か
。
報
告
書
で
は
第
２
地
点
は
『
小

倉
藩
士
屋
敷
絵
図
』
中
の
渋
田
見

舎と
ね
り人

（
中
老
・
１
７
０
０
石
）・
黒

部
六ろ
く

右え
も
ん

衛
門
（
外と

様ざ
ま

者も
の

頭が
し
ら・

４
０
０

石
）・
原
麟
太
郎
（
大
目
付
・
２
５

０
石
）
各
屋
敷
の
東
端
と
さ
れ
て
い

ま
す
（
図
１
右
側
参
照
）。
こ
れ
ら

屋
敷
の
中
で
唯
一
東
に
表
を
設
け
て

い
る
屋
敷
の
六
右
衛
門
が
幕
末
の
居

住
者
と
な
り
ま
す
。

【
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
次
回
掲
載
予
定
は
9
月
号
で
す
】

図１　南側の街路復元図と屋敷絵図の関係部分

図２　三つ葉葵紋土器の出土位置

※
１　

本
丸
〜
三
ノ
丸

※
２　

現
在
の
ス
ピ
ナ
ガ
ー
デ
ン
大
手
町
付
近
ま
で
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Information

『はなかっぱ』の夏まつり♪ 2014
【開催期間】2014年７月19日（土）～８月31日（日）
【会場】北九州市漫画ミュージアム企画展示室、あるあるCity催事場
（北九州市小倉北区浅野2-14-5　あるあるCity5階）
【開館時間】午前11時～午後８時（入場は午後７時30分まで）※無休で開館
【入場料】
中学生以上400円　３歳～小学生200円　２歳以下無料
※アトラクション等は無料（一部除く）
※特別展のためこども文化パスポート対象外
【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム　093（512）5077

『はなかっぱ』の夏まつり♪ 2014
　７月 19日（土）～

８月31日（日）　

　

北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

は
、
７
月
19
日
（
土
）
か
ら
８
月
31

日
（
日
）
ま
で
、
夏
休
み
特
別
企
画

と
し
て
「『
は
な
か
っ
ぱ
』
の
夏
ま

つ
り
♪ 

２
０
１
４
」
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
毎
日
小
学
生
新

聞
で
連
載
中
の
漫
画
や
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｅ
テ
レ
で
放
映
中
の
ア
ニ
メ
で
も
お

な
じ
み
、
あ
き
や
ま
た
だ
し
の
絵
本

作
品
『
は
な
か
っ
ぱ
』
シ
リ
ー
ズ
の

原
画
ゾ
ー
ン
及
び
体
験
ゾ
ー
ン
を

ミ
ッ
ク
ス
し
た
展
覧
会
で
す
。

　

こ
の
『
は
な
か
っ
ぱ
』
と
い
う
作

品
は
、緑
ゆ
た
か
な
「
や
ま
び
こ
村
」

を
舞
台
に
し
た
、
頭
に
皿
が
あ
る
の

で
は
な
く
、
花
が
咲
く
か
っ
ぱ
の
一

族
の
お
話
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は

｢

は
す｣

、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は｢

か
す

み
そ
う｣

、
お
父
さ
ん
は｢

ひ
ま
わ

り｣

、
お
母
さ
ん
は｢

た
ん
ぽ
ぽ｣

漫画
hiroba若　狭　敏　彦

北九州市漫画ミュージアム　企画係
漫画と北九州

Toshihiko Wakasa

が
咲
い
て
い
ま
す
。
主
人
公
の
は
な

か
っ
ぱ
は
ま
だ
頭
に
咲
か
せ
る
花
が

決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
ピ
ン
ク
色
の｢

と

り
あ
え
ず
の
花｣

が
咲
い
て
お
り
、

怒
っ
た
り
喜
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
い

ろ
い
ろ
な
花
が
咲
き
ま
す
。中
で
も
、

大
人
に
な
る
ま
で
に
何
度
か
咲
く
と

言
わ
れ
て
い
る
「
わ
か
蘭ら
ん

」
は
、
食

べ
る
と
若
返
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
「
わ
か
蘭
」
を
狙
っ
て
、

ピ
チ
ピ
チ
の
若
者
に
戻
り
た
い
黒く
ろ

羽は
ね

屋や

蝶ち
ょ
う
べ
え

兵
衛
が
、
弟
子
た
ち
に
あ
の
手

こ
の
手
で
悪
巧
み
を
指
示
し
て
は
、

て
ん
や
わ
ん
や
の
大
騒
ぎ
を
引
き
起

こ
す
、
と
い
う
展
開
が
人
気
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

２
０
０
６
年
７
月
に
原
作
絵
本

『
は
な
か
っ
ぱ
』
が
発
行
さ
れ
、
10

年
３
月
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｅ
テ
レ
で
ア

ニ
メ
放
送
を
開
始
、13
年
４
月
に
は
、

初
の
ア
ニ
メ
劇
場
版
『
映
画
「
は
な

か
っ
ぱ
」
花
さ
け
！
パ
ッ
カ
〜
ん
♪ 

蝶
の
国
の
大
冒
険
』
が
公
開
さ
れ
、

「
困
難
に
立
ち
向
か
う
勇
気
」
と
「
友

情
」、「
親
子
の
絆
」
が
ギ
ュ
ッ
と
詰

ま
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
が
感
動
を
呼
び

ま
し
た
。

　
『
は
な
か
っ
ぱ
』
の
魅
力
の
一
つ

は
ほ
の
ぼ
の
と
し
て
い
て
、
愛
ら
し

い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。
ア
ニ
メ
に

な
っ
て
か
ら
は
、
日
曜
を
除
い
て
毎

日
10
分
間
の
２
本
立
て
放
送
を
続
け

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

飽
き
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
子
ど
も
を

中
心
に
、
そ
の
親
世
代
に
も
広
く
愛

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
は
な
か
っ
ぱ
』
の
テ
ー

マ
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。
各
話
ご
と

で
様
々
な
テ
ー
マ
に
焦
点
が
当
て
ら

れ
、「
こ
れ
が
大
切
な
ん
だ
よ
」
と

子
ど
も
に
も
分
か
り
や
す
く
描
か
れ

て
い
ま
す
。
実
は
、
原
作
絵
本
で
は

エ
コ
ロ
ジ
ー
（
地
球
環
境
問
題
）
を

テ
ー
マ
に
描
か
れ
て
お
り
、
は
な

か
っ
ぱ
が
汚
れ
た
水
や
空
気
に
触
れ

る
と
頭
の
花
が
し
お
れ
て
し
ま
う
描

写
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
公
害
問

題
な
ど
日
本
が
直
面
す
る
課
題
に
他

都
市
に
先
駆
け
取
り
組
み
、
格
段
の

成
果
を
挙
げ
て
き
た
「
環
境
未
来
都

市
」
北
九
州
市
。
市
民
と
し
て
は
、

い
っ
そ
う
『
は
な
か
っ
ぱ
』
に
注
目

し
た
い
気
持
ち
が
湧
い
て
き
ま
す
。

　

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
あ
き
や
ま

た
だ
し
初
の
原
画
展
開
催
と
い
う
側

面
も
あ
り
ま
す
。
普
段
は
あ
ま
り
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
原
画
を

見
る
こ
と
で
、
改
め
て
色
合
い
の
き

れ
い
さ
や
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
魅
力

を
再
発
見
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
体
験
ゾ
ー
ン
に

お
い
て
様
々
な
夏
の
思
い
出
を
作
っ

て
い
た
だ
い
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

ぜ
ひ
親
子
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
！

©2010あきやまただし／はなかっぱプロジェクト

©あきやまただし



5 CulCul  2014.July

美術
hiroba 花　田　伸　一

北九州アートめぐり
キュレーター

Shinichi Hanada

　　「人間は誰もが
 芸術家である」か？　　

を
覚
え
る
の
で
す
が
、
全
て
の
立
場

や
仕
事
に
お
け
る
「
創
造
」
的
行
為

と
い
う
テ
ー
マ
は
一
考
の
価
値
あ
り

と
思
い
ま
す
。

器
を
演
奏
し
た
り
す
る
べ
き
だ
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
や
仕
事
に
お
い
て
創
造
的
に
活
動

す
る
べ
き
だ
と
い
う
事
な
の
で
し
ょ

う
。
つ
ま
り
日
常
的
な
活
動
の
全
て

を
芸
術
行
為
あ
る
い
は
創
造
行
為
と

し
て
捉
え
直
し
て
み
よ
う
と
い
う
視

点
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

初
め
に
挙
げ
た
よ
う
な
、
私
た
ち

が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
対
し
て
持
つ
イ

メ
ー
ジ
の
多
く
は
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な

ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ

う
。
し
か
し
私
の
経
験
で
は
、
多
く

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
普
段
驚
く
ほ
ど

地
味
な
姿
を
し
て
お
り
、
先
に
挙
げ

た
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
程
遠
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
彼
ら
の
創

造
性
は
見
た
目
か
ら
は
分
か
り
に
く

い
わ
け
で
す
。

　

し
か
し
私
た
ち
の
中
に
「
創
造
」

に
関
わ
る
行
為
は
何
か
特
別
な
こ
と

だ
と
思
い
た
い
、
そ
し
て
そ
れ
を
見

た
目
に
も
分
か
り
や
す
く
確
認
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
す
る
芸
術
家

た
ち
に
は
風
変
わ
り
な
姿
が
期
待
さ

れ
る
の
で
し
ょ
う
。

　

逆
に
い
え
ば
そ
の
く
ら
い
目
立
た

せ
て
「
あ
え
て
」
特
別
視
し
な
い
と

い
け
な
い
ほ
ど
、
創
造
的
行
為
と
は

特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
日
常
の
至

る
所
に
あ
る
も
の
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

私
自
身
は
「
人
間
は
誰
も
が
芸
術

家
で
あ
る
」
と
の
言
葉
に
は
違
和
感

　

皆
さ
ん
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
あ
る
い

は
芸
術
家
と
聞
い
て
、
ど
の
よ
う
な

人
物
像
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う

か
？　

例
え
ば
、
頭
に
ベ
レ
ー
帽
を

か
ぶ
り
、
ヒ
ゲ
を
蓄
え
た
口
元
に
パ

イ
プ
を
く
ゆ
ら
せ
る
画
家
の
姿
や
、

恰か
っ
ぷ
く幅

の
良
い
大
男
が
石
や
木
の
塊
と

取
っ
組
み
合
う
彫
刻
家
の
姿
な
ど
で

し
ょ
う
か
。

　

あ
る
い
は
現
在
の
日
本
で
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
い
う
と
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
多
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
黒
っ
ぽ
い

衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
痩
身
か
つ
長

髪
の
男
性
や
、
色
鮮
や
か
な
衣
装
を

身
に
ま
と
っ
た
女
性
な
ど
。

　

さ
て
、
戦
後
ド
イ
ツ
美
術
を
代
表

す
る
美
術
家
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ボ
イ
ス
の

言
葉
に
「
人
間
は
誰
も
が
芸
術
家
で

あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
社
会

の
全
て
の
人
が
絵
を
描
い
た
り
、
楽

◎千草ホテル中庭PROJECT
　―アート・ホスピタリティ―vol.15
　寺江圭一朗展「アートが なにかを たずねる」

【会期】６月21日（土）～９月28日（日）

【時間】午前11時15分～午後８時

【会場】千草ホテル中庭、カフェ・レストラン

【入場料】無料（要カフェ・レストランオーダー）

Event

（寺江圭一朗展より　参考作品写真）

（寺江圭一朗展より　参考作品写真）
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キヨノサチコさん

○
ノ
ン
タ
ン
は
〈
き
つ
ね
〉
だ
っ
た
!?

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
ノ
ン
タ
ン

が
ど
の
よ
う
に
誕
生
し
た
の
か
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
？　

作
者
の
キ
ヨ
ノ

さ
ん
は
最
初
、
い
た
ず
ら
好
き
な
白

ギ
ツ
ネ
の
お
話「
あ
か
ん
べ
ぎ
つ
ね
」

を
描
い
て
い
た
そ
う
で
す
。
し
か

し
、
子
ど
も
に
と
っ
て
も
う
少
し
身

近
な
動
物
に
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と

で
キ
ツ
ネ
か
ら
ネ
コ
に
描
き
か
え
ら

れ
、
ノ
ン
タ
ン
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

当
初
は
、
あ
ま
り
「
い
い
子
」
で
は

な
い
主
人
公
と
ア
ニ
メ
の
よ
う
な
絵

に
「
絵
本
ら
し
く
な
い
」
と
い
う
声

が
あ
が
り
、
賛
否
両
論
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
わ
ん
ぱ
く
な
ノ
ン

タ
ン
が
繰
り
広
げ
る
お
話
と
、
覚
え

や
す
く
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
文
章
は
、
た

ち
ま
ち
子
ど
も
た
ち
の
心
を
惹ひ

き
つ

け
、
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
絵
本
と
な
っ
て

い
っ
た
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
と
同
じ
よ

う
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
味
津
々

で
、
い
た
ず
ら
を
し
た
り
、
仲
間
と

遊
ん
で
は
し
ゃ
い
だ
り
、
時
に
は
失

敗
し
た
り
す
る
ノ
ン
タ
ン
に
、
友
だ

ち
の
よ
う
な
親
近
感
を
覚
え
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

○
展
覧
会
の
見
ど
こ
ろ

　

こ
の
展
覧
会
は
２
０
１
１
年
、
ノ

ン
タ
ン
誕
生
35
周
年
記
念
に
企
画
さ

れ
、
以
後
全
国
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

ノ
ン
タ
ン
誕
生
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
「
あ
か
ん
べ
ぎ
つ
ね
」
の
原
画

（
初
公
開
）
を
は
じ
め
、
シ
リ
ー
ズ

最
初
の
作
品
『
ノ
ン
タ
ン
ぶ
ら
ん
こ

の
せ
て
』
か
ら
、
遺
稿
を
元
に
11
年

に
刊
行
さ
れ
た『
ノ
ン
タ
ン 

ス
プ
ー

ン
た
ん
た
ん
た
ん
』
ま
で
の
絵
本
原

画
、約
1
2
0
点
を
展
示
。そ
の
他
、

作
者
キ
ヨ
ノ
サ
チ
コ
さ
ん
が
残
し
た

ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ
や
ア
イ
デ
ア
ノ
ー

ト
、
画
材
等
も
併あ
わ

せ
て
展
示
し
、
作

品
が
生
み
出
さ
れ
た
過
程
を
紹
介
し

ま
す
。

　

期
間
中
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り

だ
く
さ
ん
！
「
手
づ
く
り
絵
本
」
教

平
成
26
年
度
夏
の
特
別
企
画
展

　

誕
生
35
周
年
記
念
企
画

　

キ
ヨ
ノ
サ
チ
コ
絵
本
原
画
の
世
界

み
ん
な
大
好
き
！
ノ
ン
タ
ン
展

　

こ
の
夏
、
文
学
館
は
〝
ノ
ン
タ
ン

ワ
ー
ル
ド
〞
に
大
変
身
！　

い
た
ず

ら
好
き
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
ネ
コ

の
男
の
子
・
ノ
ン
タ
ン
が
や
っ
て
き

ま
す
！　

今
回
は
、
ノ
ン
タ
ン
や
展

覧
会
の
見
ど
こ
ろ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
大
人
気
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
絵
本
・

〈
ノ
ン
タ
ン
〉
シ
リ
ー
ズ

　

絵
本
だ
け
で
は
な
く
、
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
に
も
な
っ
た
ノ
ン
タ
ン
は
、

多
く
の
フ
ァ
ン
を
持
つ
大
人
気
シ

リ
ー
ズ
で
す
。
作
者
の
キ
ヨ
ノ
サ
チ

コ
さ
ん
（
１
９
４
７
〜
２
０
０
８
）

は
、〈
ノ
ン
タ
ン
〉
シ
リ
ー
ズ
だ
け

で
40
作
近
く
の
作
品
を
残
さ
れ
ま
し

た
。
シ
リ
ー
ズ
最
初
の
作
品
『
ノ
ン

タ
ン
ぶ
ら
ん
こ
の
せ
て
』（
偕
成
社
）

が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、１
９
７
６
年
。

現
在
も
根
強
い
人
気
を
誇
り
、
シ

リ
ー
ズ
発
行
部
数
は
累
計
２
９
０
０

万
部
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

生
前
キ
ヨ
ノ
さ
ん
は
、「
自
分
が

い
な
く
な
っ
て
も
、
子
ど
も
た
ち
の

な
か
で
ノ
ン
タ
ン
は
ず
っ
と
生
き
続

け
て
ほ
し
い
」
と
願
い
ま
し
た
。
そ

の
願
い
通
り
、
親
か
ら
子
へ
と
世
代

を
超
え
て
読
み
継
が
れ
、
愛
さ
れ
続

け
て
い
ま
す
。

【開催期間】
平成26年７月19日（土）～８月31日（日）
※月曜日休館。７月21日（月・祝）は開館、翌日休館。
※７月19日（土）の展示室入場は午前10時30分以降
【観覧料】
大　人　500円　中高生200円
小学生　100円
※こども文化パスポート適用あり
【開館時間】
午前9時30分～午後6時
（入館は午後5時30分まで）
【お問合せ】
北九州市小倉北区城内4の1
093（571）1505

Information

文芸
hiroba 小　野　　　恵

北九州市立文学館　学芸員
Megumi Ono

ようこそ文学館へ

室
（
要
事
前
申
込
）
や
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
ノ
ン

タ
ン
グ
ッ
ズ
の
物
販
コ
ー
ナ
ー
も
。

ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
や
子
ど
も
用
Ｔ

シ
ャ
ツ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
限
定
オ
リ

ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
は
じ
め
、
ノ
ン
タ

ン
の
形
の
コ
イ
ン
パ
ー
ス
（
小
銭
入

れ
）、
タ
オ
ル
、
ぬ
い
ぐ
る
み
、
そ
の

他
た
く
さ
ん
の
ノ
ン
タ
ン
グ
ッ
ズ
が

そ
ろ
い
ま
す
。

　
今
年
の
夏
休
み
は
、ご
家
族
そ
ろ
っ

て
文
学
館
の
〝
ノ
ン
タ
ン
ワ
ー
ル
ド
〞

に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

『ノンタン・タータンあそび図鑑』
 ©キヨノサチコ／偕成社

「あかんべぎつね」 ©キヨノサチコ／偕成社

©キヨノサチコ／偕成社
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演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

『守祭 2014』チラシ

「劇団どくんご」『ＯＵＦ！』チラシ

良き観客となって　　
　　　　作品を楽しむ

　

映
画
『
ア
ナ
と
雪
の
女
王
』
が

『
ト
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
３
』
を
押
さ

え
て
、
全
世
界
興
業
収
入
歴
代
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と

な
っ
た
そ
う
だ
。
そ
れ
と
同
時
に
話

題
に
な
っ
た
の
が
「
み
ん
な
で
歌
お

う
！
」
上
映
だ
。
ア
メ
リ
カ
で
は

「
シ
ン
グ
・
ア
ロ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ

る
ス
タ
イ
ル
で
、
観
客
が
上
映
中
に

劇
中
歌
を
登
場
人
物
と
一
緒
に
歌
う

と
い
う
も
の
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
を
中
心
に
日
本
全
国
90
館
ほ
ど
で

実
施
さ
れ
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、「
楽
し

か
っ
た
」「
観
客
が
一
つ
に
な
っ
て

感
動
し
た
」
と
い
う
感
想
が
見
ら
れ

る
一
方
、「
歌
う
つ
も
り
で
行
っ
た

の
に
、
い
ざ
と
な
る
と
誰
も
歌
わ
ず
、

と
て
も
歌
う
雰
囲
気
で
は
な
か
っ

た
」
と
い
う
体
験
談
も
あ
る
。
上
映

前
に
「
歌
っ
て
い
い
で
す
よ
」
と
い

う
プ
レ
ゼ
ン
と
歌
の
練
習
を
実
施
し

た
館
も
あ
る
ら
し
く
、 〝
空
気
を
読

む
〞
日
本
の
観
客
に
は
ハ
ー
ド
ル
の

高
い
企
画
で
あ
っ
た
よ
う
な
印
象
だ
。

　

観
客
が
作
品
中
に
声
を
出
し
て
参

加
す
る
、
と
い
う
と
、
歌
舞
伎
で

「
成
田
屋
！
」「
待
っ
て
ま
し
た
！
」な

ど
と
声
を
掛
け
る
、
い
わ
ゆ
る
「
大

向
こ
う
」
を
思
い
出
す
が
、
こ
れ
に

は
暗
黙
の
ル
ー
ル
が
存
在
す
る
の
で
、

誰
で
も
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
ら
し

い
。
概
し
て
、
日
本
の
観
客
は
お
行

儀
が
良
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
お
行

儀
が
良
す
ぎ
て
、
笑
っ
て
い
い
場
面

で
も
空
気
が
動
か
な
い
事
が
あ
る
、

と
海
外
の
演
出
家
が
嘆
い
て
い
る
の

を
聞
い
た
こ
と
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
お
行
儀
の
良
さ
は
、

観
劇
態
度
そ
の
も
の
が
良
い
、
と
言

う
事
に
は
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
だ
。

　

最
近
よ
く
見
か
け
る
の
は
、
上

演
中
に
携
帯
電
話
を
取
り
出
し
て

チ
ェ
ッ
ク
す
る
人
。
さ
す
が
に
サ
イ

レ
ン
ト
モ
ー
ド
に
は
し
て
い
る
が
、

客
席
の
暗
闇
の
中
で
は
か
な
り
目
立

つ
し
、
注
意
力
を
そ
が
れ
る
迷
惑
行

為
だ
。
ま
た
、
上
演
中
に
ス
ー
パ
ー

の
レ
ジ
袋
を
が
さ
が
さ
と
探
っ
て
飴

を
取
り
出
し
、「
飲
食
禁
止
は
知
っ

て
る
け
ど
飴
な
ら
い
い
で
し
ょ
う
」

と
言
わ
ん
ば
か
り
に
頬
張
る
人
も
目

に
す
る
。
ま
た
、
そ
の
場
で
起
こ
っ

て
い
る
事
を
他
の
人
と
共
有
し
な
い

と
不
安
な
の
か
、
上
演
中
ず
っ
と
感

想
を
隣
同
士
で
さ
さ
や
き
あ
う
人
に

も
、
い
ま
だ
に
、
か
な
り
の
率
で
遭

遇
す
る
。

　

５
月
は
劇
団
の
公
演
ラ
ッ
シ
ュ

だ
っ
た
。
小
倉
城
で
は
、
旅
す
る
野

外
劇
団
「
楽
市
楽
座
」
が
『
虹
を
わ

た
っ
て
』（
作
・
演
出
：
長
山
現
／

５
月
９
日
〜
12
日
）
を
上
演
。
ま
た
、

そ
の
一
週
間
後
に
は
同
じ
場
所
に

「
劇
団
ど
く
ん
ご
」
が
仮
設
の
テ
ン

ト
小
屋
を
建
て
、
新
作『
Ｏウ

フ
Ｕ
Ｆ
！
』

（
作
・
根
本
コ
ー
ス
ケ
／
構
成
・
演

出
：
ど
い
の
／
５
月
18
日
・
19
日
）

を
上
演
し
た
。

　

地
元
劇
団
で
は
、「
ブ
ル
ー
エ
ゴ

ナ
ク
」
が
『
交
互
に
光
る
動
物
』

（
作
・
演
出
：
穴
迫
信
一
／
５
月
７

日
〜
11
日
／
枝
光
本
町
商
店
街
ア
イ

ア
ン
シ
ア
タ
ー
）。「
有
門
正
太
郎
プ

レ
ゼ
ン
ツ
」
が
『
と
ん
ち
ん
か
ん
ち

ん
』（
作
：
永
山
智
行
・
田
坂
哲

郎
・
有
門
正
太
郎
／
演
出
：
有
門
正

太
郎
／
５
月
９
日
〜
11
日
／
北
九
州

芸
術
劇
場
小
劇
場
）
を
上
演
。
月
末

に
は
、
行
橋
市
の
「
演
劇
関
係
い
す

と
校
舎
」
所
有
の
「
自
宅
劇
場
」
に

て
『
守も
り

祭さ
い

２
０
１
４
』
が
行
わ
れ
、

「
ワ
ン
チ
ャ
ン
あ
る
で
！
」「LA

Y-
O
U
T

」
な
ど
、
北
九
州
市
内
で
活

躍
す
る
俳
優
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

ユ
ニ
ッ
ト
が
参
加
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
は
ど
れ
も
小
さ
な

劇
場
で
の
上
演
だ
。
観
客
が
肩
寄
せ

合
っ
た
状
態
で
着
席
す
る
場
合
も
多

く
、
そ
ん
な
時
に
、
前
述
し
た
よ
う

な
迷
惑
行
為
を
行
う
人
の
傍
に
座
る

と
、
芝
居
を
楽
し
む
ど
こ
ろ
で
は
な

い
。
も
う
最
悪
だ
。
観
客
は
演
劇
を

構
成
す
る
重
要
な
要
素
の
一
つ
。
作

品
の
一
部
だ
。
そ
の
自
覚
を
持
っ
た

観
客
が
増
え
て
こ
そ
の
「
演
劇
の

街
」
で
は
な
い
か
と
思
う
。
私
自
身

も
良
き
観
客
と
し
て
客
席
に
存
在
で

き
る
よ
う
に
自
戒
を
込
め
て
。
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ン
・
フ
ィ
ル
な
ど
世
界
一
流
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
に
客
演
。
15
年
の
９
月
か
ら

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
の
首
席
指
揮
者

に
就
任
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
る
な

ど
活
躍
目
覚
ま
し
い
世
界
的
指
揮
者

で
す
。
今
回
演
奏
す
る
の
は
、
名
曲

ブ
ラ
ー
ム
ス
の
交
響
曲
第
１
番
で
す
。

　

ソ
リ
ス
ト
は
90
年
に
史
上
最
年
少

で
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
国
際
コ
ン
ク

ー
ル
に
優
勝
し
、
世
界
の
舞
台
で
活

躍
す
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、
諏
訪

内
晶
子
。
国
際
音
楽
祭
３
回
目
の
出

演
と
な
る
今
回
、
パ
ー
ヴ
ォ
と
の
コ

ン
ビ
に
よ
る
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
第
１
番
は
必

聴
で
す
。

　

こ
こ
で
ご
紹
介
し
た
２
公
演
の
ほ

か
に
も
、
音
楽
祭
で
は
初
と
な
る

〝
雅が
が
く楽

〞
の
東
京
楽が

く
そ所

や
、
レ
・
ヴ

ァ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
﹇
管
楽
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
﹈、
小
菅
優
﹇
ピ
ア
ノ
﹈、
な
ど

が
続
々
と
登
場
。
ま
た
、
秋
の
本
番

に
先
立
ち
、
８
月
16
日
（
土
）
に
鑑

賞
や
体
験
も
で
き
る
「
ま
る
っ
と
Ｅ

ｎ
ｊ
ｏ
ｙ
！
響
ホ
ー
ル
で
夏
休
み
」

を
無
料
で
開
催
（
要
事
前
申
込
）。

そ
の
他
、
期
間
中
は
レ
ク
チ
ャ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
も

あ
り
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
幅
広
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

　

チ
ケ
ッ
ト
発
売
は
い
よ
い
よ
７
月

１
日
（
火
）
午
前
10
時
か
ら
。
電
話

の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
指

定
席
の
座
席
を
選
ん
で
購
入
で
き
ま
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ 

・
コ
ン
サ
ー
ト

マ
イ
ス
タ
ー
・
ア
ー
ル
ト
×
ラ
イ
ジ

ン
グ
ス
タ
ー　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

（
10
月
18
日（
土
）午
後
3
時
開
演
・

北
九
州
市
立
響
ホ
ー
ル
）

　

本
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
北
九
州
市

出
身
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
第
一
コ
ン

サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
の
篠
崎
史
紀
を
中

心
に
、
国
内
主
要
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で

コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
や
首
席
奏
者

な
ど
を
務
め
る
メ
ン
バ
ー
と
、
今
後

の
飛
躍
が
期
待
さ
れ
る
有
望
な
若
手

演
奏
者
の
総
勢
41
名
か
ら
な
る
、
こ

の
音
楽
祭
だ
け
の
特
別
な
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
で
す
。

　

今
回
演
奏
す
る
の
は
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
第
６
番
『
田
園
』

と
第
５
番
『
運
命
』。
指
揮
者
な
し

の
演
奏
は
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

パ
ー
ヴ
ォ
・
ヤ
ル
ヴ
ィ
指
揮　

ド
イ

ツ
・
カ
ン
マ
ー
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団　

諏
訪
内
晶
子
﹇
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
﹈

（
12
月
６
日（
土
）午
後
2
時
開
演
・

北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル
）

　

パ
ー
ヴ
ォ
・
ヤ
ル
ヴ
ィ
率
い
る
ド

イ
ツ
・
カ
ン
マ
ー
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
管
弦
楽
団
は
、
２
０
１
０
年
に
続

き
４
年
ぶ
り
の
登
場
で
す
。
パ
ー
ヴ

ォ
・
ヤ
ル
ヴ
ィ
は
、
ド
イ
ツ
・
カ
ン

マ
ー
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

芸
術
監
督
を
は
じ
め
、
パ
リ
管
弦
楽

団
音
楽
監
督
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
放

送
交
響
楽
団
音
楽
監
督
を
務
め
る
ほ

か
、
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
や
ウ
ィ
ー

　

２
０
１
４
北
九
州
国
際
音
楽
祭
は

10
月
18
日
か
ら
12
月
６
日
ま
で
、

「
み
ん
な
が
響
く
、
感
動
が
生
ま
れ

る
。」
を
テ
ー
マ
に
、
北
九
州
市
立

響
ホ
ー
ル
な
ど
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
も
国
内
外
の
ト
ッ
プ
・
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
ス
テ
ー
ジ
が
、
北

九
州
の
秋
を
華
や
か
に
彩
り
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、
い
く
つ
か
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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お
申
込
み
、
お
問
合
せ
は
、
北
九

州
国
際
音
楽
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
左
記
）
へ
ど
う
ぞ
。

諏訪内晶子 パーヴォ・ヤルヴィ 篠崎史紀

開 催 期 間　10月18日（土）～12月６日（土）
会　　　場　北九州市立響ホール、アルモニー
　　　　　　サンク北九州ソレイユホール、
　　　　　　西日本工業倶楽部
チケット発売　７月１日（火）午前10時から

27th KITAKYUSHU INTERNATIONAL MUSIC FESTIVAL

ドイツ ·カンマーフィルハーモニー管弦楽団

©Deutsche Welle

Information

【チケット料金】
マイスター・アールト×ライジングスター オーケストラ
Ｓ席　5000円　Ａ席　3000円　Ｕ-25（Ａ席）2000円
ドイツ・カンマーフィルハーモニー管弦楽団
Ｓ席　9000円　Ａ席　7000円
Ｂ席　5000円　Ｕ-25（Ｂ席）2000円
※全席指定　※当日500円増　※Ｕ-25　学生問わず25歳以下、要証明

【お問合せ】
北九州国際音楽祭実行委員会事務局
093（663）6567　（午前９時～午後５時／土日祝休）
http：//www.kimfes.com　（HPからチケット購入できます） ©Kiyotaka Saito ©©Julia BayerJulia Bayer ©Koichi Miura

北九州国際音楽祭2014
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